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令 和 元 年６月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ６月２５日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 今後の県政運営の方針について 知 事

今回の知事選挙の結果を受けて、今後の県政運営の方針

を変更しようという考えはあるのか伺いたい。

（３９番） ２ 消費税率１０％への引上げについて 知 事

今井 光子

(日本共産党) 消費税率１０％への引上げは中止するよう政府に求める

【一括質問】 べきと考えるが、知事の所見を伺いたい。

３ 大規模広域防災拠点について 知 事

なぜ、大規模広域防災拠点に２，０００メートルの滑走

路が必要なのか、その理由を伺いたい。

４ 奈良県庁の働き方改革について 知 事

奈良県庁の超過勤務の実態はどうなっているのか。ま

た、働きすぎで命を奪われることがないように県はどのよ

うに働き方を改善するのか伺いたい。

５ 西暦の使用について 総 務 部 長

行政文書には、元号と西暦を併用して記載すべきと考え

るがどうか。

６ 発達障がい児支援について 福祉医療部長

保護者等が身近な場所で相談できる体制を整備する必要

があると考えるが、県はどのような取組をされているの

か。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３９番） ７ 奈良公園バスターミナルについて まちづくり推進

今井 光子 局 長

(日本共産党) 奈良公園バスターミナル供用後のバスの利用状況はどう

か。また、レクチャーホールなど館内施設の利用状況につ

いても伺いたい。

８ 県立高等学校適正化実施計画の見直しについて 教 育 長

県立高等学校適正化実施計画を撤回し、広く県民の理解

と協力を得られるよう見直すべきと考えるがどうか。

１ 奈良県の将来像について 知 事

（１）関西広域連合について、近隣府県と足並みを揃えず、

「一部参加」となっている理由を伺いたい。

（ ７番） （２）いわゆる奈良モデルによる財政支援や技術支援を通じた

中川 崇 「救済」は、市町村の自立的な行政運営の阻害要因にもな

(日本維新の っているのではないかと考えるが、知事の所見を伺いた

会) い。

【一括質問】

（３）「関西国際空港・リニア中央新幹線接続新幹線」の調査

・検討について、どのような考えで、今回、予算案に計上

しているのか。

２ ２０２５年大阪・関西万博を見据えた取組について 知 事

海外から大阪・関西への注目が集まる機会であり、奈良

県としても、その観光資源・文化資源・食文化・伝統産業

・グローバルニッチ産業などを十分にＰＲしうる機会であ

ると考えるが、どのように準備を進めていくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ７番） ３ 県文化会館・県立美術館のあり方について 知 事

中川 崇

(日本維新の 県文化会館・県立美術館の老朽化が進む中、県民の文化

会) 芸術活動を後押しするためにも、両施設の整備を一体的に

進める必要があると考えるがどうか。

４ 県指定文化財の保護について 知 事

県指定文化財の保護は、防災及び防犯の面で十分とは言

えないと考えているが、県指定文化財の保護のあり方や取

組について、知事の所見を伺いたい。

５ ＮＡＦＩＣへの投資について 知 事

なら食と農の魅力創造国際大学校は、知事の肝いりで開

校したにも関わらず、フードクリエイティブ学科では定員

割れが続いており、併設の宿泊施設を備えたレストラン

「オーベルジュ・ド・ぷれざんす桜井」でも稼働率が下落

傾向にある。

そのような中、どのような認識のもと、更なる投資とし

て、セミナーハウスの整備を進めようとしているのか、知

事の所見を伺いたい。

６ 平城宮跡の今後について 知 事

（１）平城宮跡歴史公園「朱雀門ひろば」の開園から１年が経

過したが、来場者数の実績とその評価について伺いたい。

また、評価結果を踏まえ、今後、どのように取り組んで

いこうと考えているのか伺いたい。

（２）「大立山まつり」については、会場やイベント内容が変

更されるなど、当初から随分と変わっているが、今後どの

ように考えているのか、知事の所見を伺いたい。



- 4 -

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 障がい者の就労・社会参加への支援について

（１）「障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会」の 知 事

実現に向け、障がいのある人の就労や職場定着を更に促進

する必要があると考えるが、今後どのようにこれらの取組

（ ６番） を進めていこうとしているのか。

亀甲 義明

(公明党) （２）障がい者の就労を促進する方策の一つとして、障害者就 知 事

【一括質問】 労施設等の受注機会を確保する、地方公共団体における障

害者優先調達の取組は重要と考える。県及び県内市町村に

おける障害者優先調達の現状と、今後の取組について伺い

たい。

（３）本年、省令改正により、身体障害者手帳及び精神障害者 福祉医療部長

保健福祉手帳について、カード化が可能とされた。カード

化することにより、手帳保持者の利便性は向上すると考え

るが、県の対応方針について伺いたい。

２ 県立医科大学附属病院における救急患者の受入れについて 知 事

県立医科大学附属病院は、中南和地域の救急医療の最後

の砦となる病院であり、高齢化が進むこの地域において、

その役割への期待は今後ますます高まっていくと考える

が、県立医科大学附属病院における救急患者の受入れ体制

の現状と、今後の取組について伺いたい。

３ 食品ロス削減推進法への対応について 知 事

食品ロスへの対応が全国的に大きな課題となっている中

で、去る５月３１日に公布された食品ロス削減推進法は、

都道府県に、国や他の地方公共団体と連携して地域に応じ

た施策を策定し、実施する責務を担わせることとしてお

り、県はこれを受けて、どのように食品ロスを削減する取

組を進めていこうとしているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ６番） ４ 特別支援教育の充実について 教 育 長

亀甲 義明

(公明党) インクルーシブ教育の考え方のもと、小・中学校におけ

る通常の学級、通級指導教室、特別支援学級、特別支援学

校など、特別支援教育にかかる多様な学びの場を充実させ

ていくことが重要であり、また専門性を持った教員を適切

に配置することが必要と考えるが、どのように取り組んで

いくのか。

５ ＩＣＴを活用した教育の推進について 教 育 長

これからの社会状況を考えると、ＩＣＴ教育を推進して

いくことは大変重要であると思われるが、県として、今

後、子どもたちの学習環境の整備や、教員の資質向上に向

けて、どのように取り組んでいくのか。


